
第２２回 日本スポーツマスターズ２０２２バレーボール競技埼玉県予選会 

競技上の確認事項「新型コロナ感染防止対策含む」 
大会実行委員会 

１． 競技方法 

（１） 大会エントリー表および構成メンバー表（細長）の提出。 

・第1試合   ：代表者会議終了後速やかに。 

・第2試合以降 ：前の試合の第1セット終了までに提出。 

・連続する場合：前の試合終了後速やかに。 

（２） チームスタッフ変更届の提出：受付時（または受付終了後速やか）に提出。 

（３）試合開始時刻 

各コート第1試合のみ、試合開始設定時刻を設ける。 

・第１試合開始時刻は１０：３０とする。 

・2試合目以降は、前の試合終了の１５分後にプロトコールに入る。 

・この１５分間、コート上でのボールを使用した練習は、試合前のチームのみとする。 

※この間の練習はフリーとするので、チーム間で練習方法を調整すること。 

 ただし、隣のコートに支障を与えるような練習は中止させる場合があるので注意願う。 

・試合間の合同練習の際、当該チーム以外の練習は禁止とする。 

（４）第1試合補助役員（スコアラー1名、ラインジャッジ4名、点示2名） 

Aコート：ｃｅｂｏｌｌｉｎｏ 

 Bコート：倉上組 

 ※2試合目以降は敗者チームから。 

（５） 本大会の使用球   

・男子：ミカサ製（Ｖ３００Ｗ） 

・女子：ミカサ製（Ｖ３００Ｗ） 

 

２．新型コロナウイルス感染防止対策について 

（１）マスクの着用 

① 更衣時や競技を行っていない時は、必ずマスクを着用すること。 

② 試合中、コート内の選手以外（スタッフを含む）は、マスクを着用する。 

 ※ウォーミングアップゾーンでも必ずマスクを着用すること。 

③ スコアラー、アシスタントスコアラー、ラインジャッジ、点示の補助役員はマスクを着用すること。 

（２）会場入場者 

入場は、大会にエントリーされた選手最大１８名、および監督・コーチ・マネージャーと「チーム関係 

者」とする。 

※チーム席（1ブロック４０脚程度）を設けるので、その中で密にならない程度の人数で調整願う。 

 

３．競技中の注意事項 

（１）チェンジコートに関する変更点 

(ア) セット間のチェンジコートは、両チームが自チームのベンチを、備え付けのアルコールシートで   

拭き取りが完了した時点で行う。※その間コート上の選手はエンドライン付近で待機する。 

(イ) そのため、セット間のインターバル（３分）は、チェンジコートのホイッスルからとする。 

※当該審判員の指示に従うこと。 

(ウ) 最終セットのチェンジコートについても同様とする。 

（２）試合前後の握手は行わず一礼とする。 

  


